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      家元・勅使河原茜をはじめ草月代表作家による 

草月いけばな展 ［花おどる］  
2013 年 10 月 31 日(木)～11 月 5 日(火) 日本橋髙島屋８階 

 

いけばな草月流は、2013 年 10 月 31 日(木)～11 月 5 日(火)の 6 日間、日本

橋髙島屋 8階において草月いけばな展を開催します。 

 
 
草月のいけばなは「型」にとらわれることなく、常に新しく、自由にその人の個性を

映し出します。いけ手の自由な思いを花に託して、自分らしく、のびやかに花をいけ

ていきます。今年 95 回を迎える本展のテーマは「花おどる」です。家元をはじめ草

月代表作家からジュニアクラスの子ども達まで約 700 名が一堂に会し、それぞれが一

年間の研鑽の成果を発表致します。 

 

■日本橋髙島屋「草月いけばな展」概要 

【名称】第 95 回 草月いけばな展 「花おどる」 

【会期】2013 年 10 月 31 日(木)～11 月 5 日(火) 

    1 期＝10 月 31 日（木）~11 月 1 日（金）／2 期＝11 月 2 日（土）~3 日（日・祝） 

    3 期＝11 月 4 日（月・振休）~5 日（火）  

     午前 10 時～午後 8時 ※但し 1日(金)、3 日（日・祝）、5日（火）は 18 時閉場 

【会場】日本橋髙島屋 8階 

【入場料】当日券 1,000 円（税込） 15 歳以下は無料 

【同時開催】「勅使河原茜インスタレーション」 10 月 24 日（木）~11 月 5 日（火） 

     日本橋髙島屋 1階ホール／ショーウィンドー 

【問合せ】 一般財団法人草月会 事業部事業課 Tel:03-3408-1156 



●草月流第四代家元 勅使河原茜よりメッセージ 

草月流初代家元・勅使河原蒼風の言葉に、次のようなものがあります。 
「草月流の花には動きがある。何か一つのいのちみたいなものがその中に宿っていて、

それが動き出すような感じがする。／そばに寄ると語りかけてくるような気がするな

らば、よくできた花である。」（勅使河原蒼風「蒼風花伝書」より） 
躍動感と生命力。動かない花がおどりだすように感じられるとき。語らない花がいき

いきといけ手の思いを伝えるとき。私たちは花から大きなエネルギーを受け取り、や

すらぎと笑顔が生まれます。 
このたびの展覧会の「花おどる」空間で、どのような感動に出会っていただけるでし

ょうか。花をめぐる心躍る体験が、わずかでも未来に向かうための力となれば、これ

に勝る喜びはありません。 

 

2012年11月 第94回「草月いけばな展」 家元作品 

 
●勅使河原茜プロフィール 
勅使河原茜（てしがはら あかね） 草月流第四代家元。 
1960 年生まれ。「花のピカソ」とよばれた草月流の創始者・
蒼風を祖父に、映画監督としても知られる第三代家元・宏
を父に持ち、自由で創造的な空気を全身で感じながら育つ。
幼児教育を学んだ後、4 年間の幼稚園教諭の経験をへて、
いけばなの道へ。2001 年第四代家元を継承。 
「いけばなは瞬間の出会い。だからこそ、その時その空間
に生まれるおもいを大切にしたい」と、みずみずしく大胆
な作品を国内外のさまざまな場で発表するかたわら、大好
きな子どもたちのためのいけばな教室「茜ジュニアクラ
ス」を開講し、いけばなによる心の教育に力を注ぐ。また、
植物から得たインスピレーションを形にしたジュエリー
デザイン、能、バレエ、書などの異分野アーティストとコ
ラボレーションを行うなど、独自の世界を築いている。 
 

<ご取材について>  
会場・作品の撮影につきましては髙島屋様への事前申請が必要となります。ご取材・撮影をご希望さ

れる方は、下記 広報部までご連絡ください。 
Sogetsu Press Release 
 

<取材のご依頼・本リリースに関するお問い合わせ先＞ 一般財団法人草月会広報部 片山、井川、横内 

                             TEL. 03-3408-1158   FAX. 03-3405-4947   E-mail. pr@sogetsu.or.jp 


